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㸯㹃㸮㸳�

᪥本の研究ࣃフォーマンスຊの⌧≧認㆑と�

大学におけるᨵၿすべき要⣲の考察�

�
�ᯘۑ ᘯ、ዟ⏣ஂ⨾（⛉学ᢏ術ᨻ策研究所）�

�

≔≑研究のᏑ↗Ⴘႎ‒

� ᅜの研究ࣃフォーマンスは、大きくは、大学、

大学以እのබ的研究ᶵ関、ᴗのຊに㸱分さ

れるだろう。ᬒẼの後㏥によるᴗの研究開発

ᢞ㈨の低下もᠱ念されるなか、᪥本全యの研究

フォーマンスをᨵၿするためには、どこをどࣃ

のようにᨵၿしていくべきなのだろうか。�

᪥本の研究ࣃフォーマンスを論文量でᅜ際ẚ

㍑すると、相対的に低下してきているという報

࿌が続いている �）。えば ,&7 分野では㛗期に

わたって論文数が増加せずほࡰ一定だが、ᴗ

の論文数がῶ少し、௦わりに大学やබ的研究ᶵ

関の論文が増えていることがᣦされている�）。�

� 本研究では、産学ᐁの研究者㞟ᅋにンࢣー

トを行い、その結果から、研究者はこのような

⌧≧をどのように認㆑しているか、また、に

ᨵၿすべきところは何なのかなどについて考察

する。�

�

≕≑⇈ン⇗ートのᚨ計↗ܱ‒

� 今ᅇンࢣート対象としては、⛉学ᢏ術ᨻ策

研究所（1,67(3）の⛉学ᢏ術ᑓ㛛ᐙネࢵト࣡ー

ࢵの調ᰝဨを対象とした。⛉学ᢏ術ᑓ㛛ᐙネࢡ

ト࣡ーࢡとは、1,67(3 の⛉学ᢏ術動向研究ࢭン

ターが࢙࢘ブ上で㐠Ⴀしている⤌ࡳであり、

大学、ᴗ、බ的ᶵ関の研究者を୰ᚰとした、

⛉学ᢏ術のᑓ㛛ᐙから動向や見解等を㞟する

ためのネࢵト࣡ーࢡである。本ネࢵト࣡ーࢡに

����年�᭶⌧ᅾ参⏬している調ᰝဨ⣙����名を

対象に ZHE 上でンࢣートを行った。:HE ࢣン

ートは /LPH�6XUYH\��）を用いた。�

� ートの設ィにあたっては、まず、᪥本ࢣン

の研究開発ຊの⌧≧認㆑を、「᪥本」「大学࣭大

学㝔」「ᅇ⟅者の㡿ᇦ」において༊ูし、その認

㆑の差を見ることにした。（ၥ㸯、㸰）続いて、

大学の研究開発ຊを量的、質的に る要⣲につ

いて伺った。（ၥ㸱）その後、大学や研究ᶵ関で

研究室を㐠Ⴀしているか、大学の研究と関わっ

ているかどうかの❧場ูに、研究室のࣃフォー

マンスの増ῶや、イࣀベーࣙࢩンとのつながり、

大学のマネ࣓ࢪントの重要性、第୕者による研

究室観察の㠀について伺った。（ၥ㸲、㸳、㸴、

㸵）᭱後に、過去 � 年に論文の出∧経験のある

方に、論文生産量に限った場合のࣃフォーマン

スの増ῶについてその認㆑を伺い、ࣃフォーマ

ンスを向上させるために╔┠すべき要⣲を伺っ

た。（ၥ㸶）�

� ート期間はࢣン ���� 年 � ᭶ �� ᪥�� ᭶ � ᪥

⥾めษりとし、�᭶ �� ᪥時点でしていたᅇ

⟅を解析した。ンࢣート㏦数は ����、���

のᅇ⟅を得た。（ᅇ⟅率 �����）� 同じᑓ㛛

ᐙネࢵト࣡ーࢡを対象に対して行われるンࢣ

ートの୰では、今ᅇのテーマは関ᚰがẚ㍑的高

かった。�

� ᅇ⟅者の所ᒓは大学が ��������、Ẹ間ᴗ

��������、その他බ的研究ᶵ関が ��������とな

った。年௦としては ����� ௦が୰ᚰ（全యの ���）

を成し、�� ௦を含めると ��％を༨める。過去 �

年に論文を出∧したことのある合は ���であ

った。�

�

≖≑⇈ン⇗ートኽௐ‒

� この ��� のᅇ⟅を、㞟ィした結果について述

べる。�

����� ᪥本および大学の研究開発ຊの⌧≧認㆑

（ၥ �）�

� 「研究開発ຊ」のኚ動に対する認㆑は、「᪥本

全యとして」、「᪥本の大学࣭大学㝔として」、「ᅇ

⟅者の㡿ᇦにおいての᪥本として」、「ᅇ⟅者の

㡿ᇦにおいての᪥本の大学࣭大学㝔として」の �

つの前提において、いずれの場合も過༙数を㉸

えるᅇ⟅者が低㏞よりの（「どちらかといえば低

㏞している」より低㏞との認㆑の）反応を示し

た（図 �）。�

�
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ప㏞ љ ᡂ㛗
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それࡒれの前提で研究開発ຊは全యとして成㛗、低㏞、どち
らにឤじますか。�Q ���� 

図 �� 研究開発ຊのኚ 
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�

また、「ᅇ⟅者の㡿ᇦにおいて」という前提を

つけた場合は、つけない場合にẚ㍑して、全య

的には低㏞よりの反応がῶ少するが、低㏞した

ことをはっきり示す合が一␒ከかったのは、

「ᅇ⟅者の㡿ᇦの᪥本の大学࣭大学㝔について」

の設ၥであり、大学࣭大学㝔への༴ᶵឤが⌧れ

た結果となった。�

�

����� 大学࣭大学㝔の研究開発ຊへの影響（ၥ

�）�

大学࣭大学㝔の研究開発ຊが᪥本全యに与え

る影響については、���が「どちらかといえば大

きい」以上の認㆑を示した�図 ��。Ẹ間ᴗのᅇ

⟅者だけで㞟ィしても同様の影響ຊ�����を

認めている。Ẹ間ᴗでさえも᪥本全యの研究

開発ຊを高めるためには、大学࣭大学㝔にὀ┠

している。�

�
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4䛹䛱䜙䛛䛸䛔䛘䜀䛝䛔

5䛝䛔

6䛛な䜚䛝䛔

䜟䛛䜙な䛔（ྑ）

ᑠ䛥䛔 љ 䛝䛔

 
㈗方の関わる⛉学ᢏ術分野において、大学࣭大学㝔の研究開
発ຊが᪥本全యに与える影響は大きいとᛮわれますか。
�Q ���� 
図 �� 大学࣭大学㝔が研究開発ຊに与える影響 

�

����� 大学࣭大学㝔の研究開発ຊを量、質的に

 る要⣲について�ၥ ���

大学࣭大学㝔の研究開発ຊを量的に る要⣲

については、さまࡊまな要⣲に意見がれてい

る（表 �）。ただし、論文の୰では、「ᅜእ出∧ඖ

のⱥ文論文数」のᣦᶆが高い支持を得、論文の

質の௦用として利用されることのከい「被引用

数」と ��％の差がある。すなわち研究開発ຊと

しては、量を重視する傾向が見られる。ᅜෆ出

∧ඖのⱥ文ㄅに対してホ౯が低く、ᅜෆ学ⱥ

文ㄅを㍍視している一方、⛉学ᢏ術⣔で一⯡に

はᴗ⦼としては࢘࢝ントされにくいとされてい

る文ㄅの論文数に対して一定のホ౯がある。

このほか、過༙数の支持を得た要⣲として、༞

ᴗ生㍮出量（大学㝔（ಟኈ、༤ኈ））、ⱝ手研究

者ே数、ཷ㈹Ṕ、እ㒊提携などが要⣲としてẚ

㍑的高い支持を得ている。また、ⱝいேᮦのࣃ

フォーマンスを重視し、እ㒊とのඹ同研究をホ

౯している。�

要⣲ᣦᶆ �� 㡯┠୰ �� 㡯┠において「自分の

研究㡿ᇦ」への適用より「大学࣭大学㝔のᣦᶆ」

への適用を支持する合が高い。ᅇ⟅者の㡿ᇦ

以እの研究が含まれる大学࣭大学㝔のホ౯に対

してはྛᣦᶆの利用をより認めている。�

�

表 ��� 研究開発ຊを量的に るᣦᶆ 
研究開発ຊは、量的には、にどのようなᣦᶆで知ることが
できるとお考えでしࡻうか。ḟの୰からお㑅びください。 
�Q ��� 」数ᅇ⟅� 

⮬ศの研✲㡿ᇦ
のᣦᶆ䛸し䛶

Ꮫ䞉Ꮫ㝔のᣦ
ᶆ䛸し䛶

ⱥᩥㄽᩥᩘ㸦ᅜእฟ∧ඖ㸧 ��� ���
ⱥㄒㄽᩥᩘ㸦ᅜෆฟ∧ඖ㸧 ��� ���
ᩥㄽᩥᩘ ��� ���
⿕ᘬ⏝ᩘ ��� ���
ᅜෆ≉チฟ㢪ᩘ ��� ���
ᅜ㝿≉チฟ㢪ᩘ ��� ���
ᅜෆ≉チⓏ㘓ᩘ ��� ���
ᅜ㝿≉チⓏ㘓ᩘ ��� ���
༞ᴗ⏕㍮ฟ㔞㸦Ꮫ㒊㸦Ꮫ

ኈ㸧㸧 �� ���
༞ᴗ⏕㍮ฟ㔞㸦Ꮫ㝔㸦ಟ

ኈࠊ༤ኈ㸧㸧 ��� ���
ᑵ⫋⋡ ��� ���
ᑵࡢࢺࢫ࣏ࢡࢵ࣑ࢹ࢝

⫋ᩘ ��� ���
ⱝᡭ◊✲⪅ேᩘ ��� ���
ཷ㈹Ṕ ��� ���
ᩘ⤂ࢹ࣓ ��� ���
ᅜෆඹྠ◊✲ᐇ⦼ ��� ���
ᾏእඹྠ◊✲ᐇ⦼ ��� ���
ཷク◊✲ᐇ⦼ ��� ���
እ㒊㈨㔠⋓ᚓ㔞 ��� ���
ᩘ❧ーᴗタࣕࢳン࣋ ��� ���

≉チ

ேᮦ

〔㈹࣭ᗈሗ

እ㒊ᥦᦠ

ㄽᩥ

せ⣲

㐺⏝ྍ⬟䛸⟅䛘䛯合

  
�⥙けは ���以上の支持を得たもの� 

 
論文出∧の「量」をもって研究開発ຊを る

ᣦᶆとしてうことに関しては、ከ数の支持を

得ている�図 ��。この場合も、ᅇ⟅者の研究㡿ᇦ

より大学࣭大学㝔への利用に対してより支持が

高い。�
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研究開発ຊを るために論文の数（ᢞ稿数や出∧量）を用い
ることは他のᣦᶆとẚ㍑して重要度は高いでしࡻうか。
�Q ���� 

図 �� 研究開発ຊを るᣦ数としての論文数の意

㆑ 
 

研究開発の質を る要⣲については、研究ෆ

ᐜ、論文࣭特チのෆᐜは高く支持されたが、㍮

出ேᮦについては相対的には低い支持であった。

その他のᣦᶆをᣦするための自⏤記述では、

「実用の実⦼」をᣲࡆるᅇ⟅者がẚ㍑的ከか

った。�図 ���
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研究開発ຊは、質的には、にどのような方法で知ることが
できるとお考えでしࡻうか。ヱ当するものを㑅ᢥするか、ご
自⏤に記述ください。�Q ��� 」数ᅇ⟅� 

図 �� 研究開発ຊを質的に るᣦᶆ 
�

����� 大学࣭大学㝔の研究開発ຊをᨵၿする要

⣲について�

大学࣭大学㝔ࣃフォーマンスのᨵၿに対して

は、大学࣭大学㝔༢よりも、研究室やᩍဨ༢

でのᨵၿが必要と研究者自㌟が認㆑している。�

�図 ��� � どのようにᨵၿすべきかの自⏤記述

で┠❧ったᅇ⟅は、௵期制の全యᑟ入、ࣜࣕ࢟

、スのಖドとὶ動性の確ಖ、ホ౯య制のᨵၿࣃ

意㆑ᨵ㠉、ᩍ⫱య制の見┤し、㞧ົの๐ῶ࣭⡆

⣲などであった。�

�
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�
大学࣭大学㝔の研究開発ຊは、どの（⤌⧊）༢や要⣲に╔
┠し、ᨵၿをヨࡳるのが適当でしࡻうか。�Q ��� � 」数ᅇ
⟅� 

図 �� 大学࣭大学㝔の研究開発ຊᨵၿ要⣲ 
�

����� 大学࣭大学㝔とその他研究ᶵ関のࣃフォ

ーマンスおよびマネー࣓ࢪントに対する意㆑の

違い�ၥ �㸪�㸪�㸪���

研究マネー࣓ࢪントに対する意㆑の違いを解

析するために、ᅇ⟅者を表�の�分㢮に分けた。�

�

表 �� ᅇ⟅者の❧場�
Ꮫ/Ꮫ㝔に所属し䚸研✲な䜙䜃に研✲
⤌⧊䜢㐠Ⴀし䛶䛔る᪉ 402 䜾䝹䞊䝥A

㐠Ⴀ者
Ꮫ研✲㐠ႠA1

Ꮫ/Ꮫ㝔௨እ䛷䚸研✲な䜙䜃に䚸研✲
ᐊ䚸PJ➼研✲⤌⧊䜢㐠Ⴀし䛶䛔る᪉ 110 㠀Ꮫ研✲㐠ႠA2
Ꮫ/Ꮫ㝔䛸な䜣䜙䛛のᙧ（ඹྠ研✲䞉
Ꮫάືな䛹）䛷㛵䜟䜚の䛒る᪉ 146 䜾䝹䞊䝥B

㠀㐠Ⴀ者
Ꮫ研✲㛵ಀ者B1

ୖグ௨እ（Ꮫ/Ꮫ㝔䛸㛵ಀの↓䛔᪉） 94 㠀Ꮫ㛵ಀ者B2  

このうち、ࣝࢢープ $ の研究を㐠Ⴀしている

ᅇ⟅者は、所ᒓによって研究開発ࣃフォーマン

ス୪びにイࣀベーࣙࢩンへの展開についての意

㆑に大きな差が生まれている。�図 ��� 特に大

学࣭大学㝔㐠Ⴀ者がࣃフォーマンスのኚへの

認㆑が低く、この点は大きなၥ㢟である。�

�
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図 �� 研究㐠Ⴀ者のࣃフォーマンスとイࣀベーࢩ

ࣙンに対する意㆑ 
 

大学マネー࣓ࢪントの重要性と、ࣃフォーマ

ンス向上にᙺ❧てるための第୕者観察の必要性

についても、こちらも所ᒓによって認㆑の差が

ある。特に大学の研究㐠Ⴀ者は、マネー࣓ࢪン

トの重要性はᙉく認㆑しているにも関わらず、

第୕者観察の必要性についてはよりྰ定的であ

ることが分かった。�図 ���
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図 �� 研究㐠Ⴀ者のマネ࣓ࢪントと第୕者観察に

関する意㆑�

�

����� 論文出∧量のኚに関する認㆑と質のኚ

�ၥ ���

過去 � 年間に論文を出∧したことのあるᅇ⟅

者（Q ���、全యの ���）の �は、実際に᪥本

の論文出∧「量」の低下を認㆑している。ᅇ⟅

者の㡿ᇦでも、実際に論文出∧量が低くなった

と⟅えた合がከいが、一方で、高くなったと

⟅えているᒙもᏑᅾする。（図 �）論文の「質」

のኚについては、⣙ � は「ኚわらない」と
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認㆑し、「高」「低」がそれࡒれ �程度である。

（図 �）�

論文の質、量ともに一定数高くなったと認㆑

している合を認めることができたが、トࢯ࣒

ン ࣟ イ タ ー ♫ の (6,�(VVHQWLDO� 6FLHQFH�

,QGLFDWRU�でわれる �� 分野にᚑうと、「質」、

「量」ともに高いと認㆑しているのは、⸆学、

⎔ቃ࣭生ែ、」合㡿ᇦで、逆に低㏞ឤをឤじて

いるのは学、ᕤ学であった（サンプࣝ数が少

ない㡿ᇦを除く）。᪥本がᙉいとされているఏ⤫

的な㡿ᇦにおいて低㏞ឤがᙉいことは今後のᠱ

念ᮦᩱである。�
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論文出∧量で見た場合、᪥本はㅖእᅜとẚ㍑して၏一ఙびᝎ
でいるという調ᰝ結果がでていることをごᏑじでしたࢇ
か㸽また、どのような実ឤをお持ちでしたか㸽�Q ���� 
図 �� 論文出∧量で見た場合の実ឤについて�
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㈗方の関わる研究、研究分野において論文の質は過去 � 年で
どう᥎⛣したとឤじていますか㸽�Q ���� 

図 ��論文の質のኚに関する意㆑�
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論文出∧量のࣃフォーマンスを上ࡆるために

╔┠すべき࣏イントについては、一␒ᙉ調され

たのは「ேの質」であり、ḟいで「ண⟬」とな

った。��� の結果と合わせると、大学࣭大学㝔の

研究ࣃフォーマンスを向上させるために「ᩍဨ」

を୰ᚰとした「ேの質のᨵၿ」をᙉく意㆑して

いる。�図 ����
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㈗方の関わる研究、研究分野において、論文出∧量に関する
╔イントに᭱も࣏るにはどのようなࡆフォーマンスを上ࣃ
┠すべきとお考えですか。�Q ���� 」数ᅇ⟅� 

図 ���論文出∧量ࣃフォーマンスを上ࡆる要ᅉ�
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ከくの研究者が᪥本および大学の研究開発ຊ

のࣃフォーマンスの低㏞を認㆑しており、大

学࣭大学㝔が研究開発ຊに与える影響の大きさ

を、ᴗを含むከくの研究者が認㆑している。

したがって大学࣭大学㝔に╔┠してᨵ㠉を行う

ことが、᪥本全యの研究ࣃフォーマンス向上の

ために第一に╔手すべきことであろう。�

大学࣭大学㝔の研究ࣃフォーマンス向上のた

めにはேを増やすのではなく、ேの質を上ࡆ、

ᩍဨ、研究室のẚ㍑的ᑠさな༢でのᨵၿを行

う必要がある。ここで、大学と㠀大学の研究㐠

Ⴀ者で、研究ࣃフォーマンス、イࣀベーࣙࢩン

とのつながり、マネ࣓ࢪントに関する意㆑の差

が生まれている要ᅉを᥀り下ࡆ、大学のマネࢪ

࣓ントにᙺ❧てることができると考えられる。�

もっともᠱ念すべき点は、大学㐠Ⴀ者の認㆑

や༴ᶵឤの相対的な低さであろう。�

�
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� 本ンࢣートの実施にあたっては、⛉学ᢏ術

ᨻ策研究所⛉学ᢏ術ᑓ㛛ᐙネࢵト࣡ーࢡᢸ当の、

⋢ᇛわかな、大㜿ஂ⍱Ꮚ両Ặの༠ຊを得た。こ

こにㅰ意を表する。�
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